　　　令和５（2023）年度社会福祉業務一般指導監査資料・調書
　　　　　　　　　（児童福祉施設入所者支援）
	
	 　　法　　　 人　 　　名
	社会福祉法人
	

	
	 　　施　設　種　別
	乳児院　　　　児童養護施設　　　　児童心理治療施設　　
	

	
	 　　施　　 　設　 　　名
	
	

	
	　 　施設所在地
	〒

	

	
	 　　電　　話　　番　　号
	　
	

	
	 　　ＦＡＸ番号
	　
	

	
	 　　電子メールアドレス
	　
	

	
	　　指導監査年月日
	　
	

	
	　　※施設出席者
	　
	

	
	　　※ 指導監査担当者
	　
	


                        １　施設種別欄は該当する種別に○をつけてください。
                        ２　※欄は記入しないでください。
参考となる法令等
児童福祉施設の設備及び運営に関する基準・・・・・・・（昭23省令63）
社会福祉法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（昭26法45）
健康増進法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（平14法103）
食品衛生法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（昭22法233）                                                  
児童入所施設措置費等国庫負担金交付要綱　・・・・・・児童福祉法による児童入所施設措置費等国庫負担金について（H11.4.30児86）
国通知H9.12.8児家28 ・・・・・・・・・・・・・・・・児童養護施設等における適切な処遇の確保について 
国通知H18.10.6雇児総発1006001 ・・・・・・・・・・・児童福祉施設における施設内虐待の防止について
県通知H18.8.1児家243・・・・・・・・・・・・・・・・児童養護施設の処遇の向上について
国通知H10.2.18障障16、児企9 ・・・・・・・・・・・・懲戒に係る権限の濫用禁止について
国通知H17.8.10雇児福081000・・・・・・・・・・・・・児童養護施設等における入所者の自立支援計画について
県通知H17.2.21児家728 ・・・・・・・・・・・・・・・自立支援計画表と在園児童経過報告書の取扱いについて
国通知H15.3.28障0328016 ・・・・・・・・・・・・・・障害福祉施設等に係る指導監査について 
国通知H12.6.7障452、社援1352、老514、児575・・・・・社会福祉事業の経営者による福祉サービスに関する苦情解決の仕組みの指針について
国通知R2.3.31子母発0331第1号 ・・・・・・・・・・・ 児童福祉施設における「食事摂取基準」を活用した食事計画について 
国通知R2.3.31子発0331第1号 ・・・・・・・・・・・・ 児童福祉施設における食事の提供に関する援助及び指導について 
国通知R2.1.21健発0121第7号  ・・・・・ ・・・・・・ 食事による栄養摂取量の基準の一部改正について
国通知H8.7.25社援施117・・・・・・・・・・・・・・・社会福祉施設における保存食の保存期間等について 
国通知S62.7.22衛食117 ・・・・・・・・・・・・・・・学校給食施設等に対する重点監視指導の実施について 
国通知H9.6.30児企16 ・・・・・・・・・・・・・・・・児童福祉施設等における衛生管理の改善充実及び食中毒発生の予防について
国通知H8.6.18社援施97 ・・・・・・・・・・・・・・・社会福祉施設における食中毒事故発生防止の徹底について
国通知H18.3.17雇児0317001 ・・・・・・・・・・・・・構造改革特別区域における乳児院等における調理業務を担当する者の外部からの派遣の全国展開について  
国通知H18.3.17雇児福0317001 ・・・・・・・・・・・・乳児院等において調理業務の外部委託を行う場合の留意事項等について  
国通知H18.3.31障0331011 ・・・・・・・・・・・・・・構造改革特別区域における「障害児施設における調理業務の外部委託事業」について  
国通知H8.8.7社援施122 ・・・・・・・・・・・・・・・腸管出血性大腸菌感染症の指定伝染病への指定等に伴う社会福祉施設における対応について
国通知H9.1.30児企2 ・ ・・・・・・・・・・・・・・・社会福祉施設におけるインフルエンザ様疾患の感染予防等について 
国通知H28.9.9雇児総発0909第2号　 ・・・・・・・・・ 児童福祉施設等における利用者の安全確保及び非常災害時の体制整備の強化・徹底について
国通知H28.9.15雇児総発0915第1号　 ・・・・・・・・・社会福祉施設等における防犯に係る安全の確保について
	確　認　項　目
	確　　　　　認　　　　　事　　　　　項
	取　　組　　等　　記　　入　　欄
	備　　　　考

	養育・支援
	１　養育･支援の基本
（1） 入所児童と職員の関係性を築くために、どのようなことをしているか。

（2） 入所児童の発達段階に応じた学びや遊びの機会をどのように保障しているか。

（3） 入所児童の基本的生活習慣や社会常識、社会規範を習得させるために、どの

ような取組をしているか。


	
	・職員と担当児童の一覧

	
	　２　食事
（１） 食事の時間が入所児童と職員、入所児童同士のコミュニケーションの場として
　　　機能するためにどのような工夫をしているか。

（２） 食事の時間が、施設の食育の機会となるよう施設はどのようなことに配慮し　

　　　ているか。
（３） 給食会議ではどのようなことが話し合われているか。食物アレルギーの把握と職
員への周知徹底について、どのように取り組んでいるか。
 （４） 栃木県特定給食施設等指導要綱に定める特定給食施設等（1回50食以上又は1日　　　100食以上の食事を供給する施設）に該当する場合、管轄保健所長に届出している　　　か。
	
	・給食会議録

	
	　３　衣･住生活

（1） 施設における児童一人ひとりの被服費は年間いくらか。またどのような形で

購入しているのか。


	・就学前児童　　　　　　　　　円　　　・小学生　　　　　　　　　　　円

・中学生　　　　　　　　　　　円　　　・高校生以上　　　　　　　　　円
（購入方法）
	


	確　認　項　目
	確　　　　　認　　　　　事　　　　　項
	取　　組　　等　　記　　入　　欄
	備　　　　考

	　養育・支援
	（2） 居室等を家庭的な環境にするために、どのような工夫をしているか。

（３）中学生以上は個室が望ましいが、当該施設における個室の状況。


	
	

	
	４　健康と安全

（１）恒常的に健康上、医療機関に通院している児童は何人いるか。また服薬している児童は何人か。また誰がどのように管理しているのか。

（２）感染症に関するマニュアル等を作成しているか。

（３）感染症や食中毒等が発生し、まん延しないよう、具体的にどのような措置を講じているか。

（４）施設の嘱託医に依頼している業務は何か。

（５）児童福祉施設の設備及び運営に関する基準（厚生労働省令）第12条に基づく入所児童の健康診断等を実施しているか。


	　・医療機関通院児童　　　　　　名

　（具体的な病名）                             
　　　　　　   　　                            
　　　　　　　　　                             
　　　　　　　　　                            
             　　                             

　（管理の方法）
	・感染症マニュアル

・委託契約書

	
	５　性に関する教育

　　「性に関する教育」の実践状況。（外部講師を招いての学習会等）
（１）入所児童向け教育
（２）施設職員向け教育

	
	


	確　認　項　目
	確　　　　　認　　　　　事　　　　　項
	取　　組　　等　　記　　入　　欄
	備　　　　考

	養育・支援
	６　入所児童の主体性、自律性を尊重した日常生活

（１）施設内「こども会議」の実施状況。構成児童、会議の頻度、会議の議題内容

　　　 等。最近、児童の意向を踏まえて施設内で実現、変更したことはあるか。
（２）入所児童の地域参加の実態（学校のクラブ活動、部活動、外部サークル活動、

　　　地域行事への参加等、施設外の人とのつながりの機会）
（３）入所児童の小遣いの額やアルバイトの実態。また、お金の管理はどのように

　　　行われているのか。

	
	

	
	７　学習･進学支援、就労支援

（1） 学習塾や習い事について基準はあるか。児童の意向はどう反映されるのか。
（2） 県立･私立、全日制･定時制に関わらず、高校進学の機会を保障しているか。
（今年度の状況及び施設方針）
（3） 高校卒業後の進学について、支援体制はあるか。またある場合それはどの

ような支援か。

	
	


	確　認　項　目
	確　　　　　認　　　　　事　　　　　項
	取　　組　　等　　記　　入　　欄
	備　　　　考

	養育・支援
	８　行動上の問題及び問題状況への対応
（1） 入所児童が暴力、不適応行動などを行った場合、当該施設ではどのような対
応を取るか。

（２）施設内の子ども間の暴力、いじめ、差別等の廃止のために、当該施設はどの　　　  ようなことに取り組んでいるか。

	
	

	
	９　継続性とアフターケア

（１）乳児院等から措置変更ケースを受け入れる際、前の施設等とはどのようなやり
とりをしているか。
（２）当該施設にはアフターケアを担当する職員がいるか。いる場合、その支援内容はなにか。
（３）退所児童や退所児童の家庭に対する支援において工夫していることはあるか。
	昨年度の家庭引き取り　　　　　　　名


	


	確　認　項　目
	確　　　　　認　　　　　事　　　　　項
	取　　組　　等　　記　　入　　欄
	備　　　　考

	　家族への支援
	１０　家族とのつながり･支援

（1） 家庭支援専門相談員（FSW）は、児童の早期家庭復帰、親子関係の再構築等の
ため、具体的にどのような支援を実施しているか、また、支援内容について記録
を作成し備えているか。
（２）施設長はFSWの業務内容記録を評価し、業務内容の見直しを提案しているか。
（３）当該施設には、親子生活訓練室があるか。昨年度の利用回数は。


	
	

	自立支援計画
	１１ アセスメントと自立支援計画

（１）入所児童のアセスメントは、どのようになされているか。

（２）自立支援計画を作成する際、どのようなことに考慮しているか。

（３）自立支援計画の評価と見直しは、どのように行っているか。見直しの際、児童の意向確認において工夫していることはあるか。

	
	・自立支援計画票
・児童記録


	確　認　項　目
	確　　　　　認　　　　　事　　　　　項
	取　　組　　等　　記　　入　　欄
	備　　　　考

	権利擁護
	１２　子どもの尊重

（１）社会的養護が児童の最善の利益を目指して行われることを職員が共通理解するために、施設で取り組んでいることは何か。

　

　（２）入所児童の発達に応じて、自身の出生や生い立ちを、家族の状況について、

入所児童に知らせていく際、どのような点に配慮しているか。

（３）入所児童の意向調査等について、どのような分野で、年間どの程度実施して

　　　いるか。

（４）当該施設では、どのように権利ノートを活用しているか。

（５）当該施設では、外出･外泊の制限を設けているか。設けている場合は、どのような場合か。門限はあるか。

	
	


	確　認　項　目
	確　　　　　認　　　　　事　　　　　項
	取　　組　　等　　記　　入　　欄
	備　　　　考

	権利擁護
	１３　入所時の説明等

（1） 入所前に児童の面接や施設見学を行っているか。

（２）当該施設では、子どもが入所になる際、どのような説明をしているか。
	
	

	
	１４　意見や苦情

　　（１）当該施設では、複数の相談方法や相談相手が確保されているか。入所児童が相談したり、意見、苦情を言いたい時の方法について、児童にどのような形で知らせているか。

　

 （２）当該施設では、昨年度どれくらいの意見や苦情があったか。またそれらの


苦情等はどのように解決されたか。（具体的内容を記載）


	
	・苦情相談体制図

	
	１５　被措置児童等虐待対応

　（１）当該施設では子どもに対する暴力、言葉による脅かし等の虐待防止のために
　　　  どのようなことに取り組んでいるか。
（２）入所児童の人権養護や虐待の防止等のため、当該施設職員の中から責任者を設置する等必要な体制を整備しているか。
また当該施設職員に対して、人権擁護や虐待防止に関する研修を行っているか。

（具体的に昨年度の実績を記載）

	
	・就業規則

・年間研修計画


	確　認　項　目
	確　　　　　認　　　　　事　　　　　項
	取　　組　　等　　記　　入　　欄
	備　　　　考

	非常災害対策

	１６　非常災害対策
　（１）ハザードマップを備え付けているか。
　（２）地震、風水害、火災その他の災害が発生した時、又は防犯等安全確保のための体制や避難方法等を定めた防災・防犯対策計画は策定されているか。

（３）非常災害時の関係機関への通報や連絡体制、入所児童の避難誘導体制の整備、これらの定期的な周知（職員、入所者に対する）を実施しているか。
　（４）遊具等の点検を定期的に行っているか。

	
	・非常災害対策計画


	関係機関連携・  地域支援


	１７　関係機関等の連携

（１）児童相談所や学校とのケース検討会等において留意していることは何か。

（２）地域の社会資源に関するリストや資料を、どのように職員間で共有しているか。

（３）当該施設では要保護児童対策地域協議会に参加しているか。また協議会に

し　　　参加している職員は誰か。


	
	

	職員の資質向上
	１８　職員の質の向上に向けた体制の確立
　（１）組織として職員の教育･研修に関する基本姿勢をどのように明示しているか。

（２）職員一人一人の研修が体系的、計画的に実施されているか。職員一人一人が施設内外の研修に参加できるために、当該施設ではどのように環境づくりをしているか。

	
	・年間研修計画

・復命書（報告書）


	確　認　項　目
	確　　　　　認　　　　　事　　　　　項
	取　　組　　等　　記　　入　　欄
	備　　　　考

	
	（３）職員が施設長、基幹的職員、心理療法担当職員、家庭支援専門相談員などのスーパーバイザーに相談できるために、当該施設が取り組んでいることは何か。
（４）研修成果を評価し、次の研修計画にどのように反映させているか。
　　

（５）新任職員への指導はどのように行われているか。

	
	

	施設の運営
	１９　運営理念、基本方針、中･長期ビジョン

 （１）法人や施設の運営理念、基本方針を職員、入所児童、保護者等に理解してもらうために、どんなことに取り組んでいるか。

　　（２）施設の運営理念や基本方針を実現するために、施設として中･長期的なビジョ　　ンを策定しているか。
ビ　（３）当該施設では、どのような分野でボランティアを活用しているか。また地域と交流していくために、どのようなことを行っているか。


	
	・運営理念

・基本方針



	確　認　項　目
	確　　　　　認　　　　　事　　　　　項
	取　　組　　等　　記　　入　　欄
	備　　　　考

	　施設の運営
	　

２０　施設長の責任とリーダーシップ

（1） 施設長は経営や業務の効率化や改善のために、どのようなことに取り組んでいるか。
（２）施設長は自ら、施設運営に関する研修会や勉強会に参加しているか。
（　（３）施設経営の状況を分析し、課題や改善について職員に周知し、職員の意見を聞いたり、職員同士の検討の場が設定されているか。


	直近の施設長研修受講　　　　　　年　　月　　日
	・復命書（報告書）



	
	２１　会議等の運営状況

（1） 職員全体の定期的会議の頻度、内容、及び昨年度の実績状況

（２）児童の支援に関する会議のメンバー及び昨年度の実施状況

（３）３年に１回以上第三者評価を受け、定められた評価基準に基づいて毎年自己評価を実施しているか。　

　　　　

	
	・職員会議録
・ケース会議録


	確　認　項　目
	確　　　　　認　　　　　事　　　　　項
	取　　組　　等　　記　　入　　欄
	備　　　　考

	施設の運営
	２２　人員配置の状況
　○乳児院・児童養護施設・児童心理治療施設　　定員（　　　　名）

　
※1　暫定定員が設定されている場合は暫定定員数を記載すること。
※2　現員欄には、監査実施月前月の初日現在の人員数を記載すること。
※3  非常勤職員は(　　　)書きで内数を記載すること。
※4　地域小規模児童養護施設を複数設置している場合は合算すること。
（１）里親支援専門相談員がいる場合、直接処遇職員の勤務ローテーションに入っていないか。また、専任の相談員として、具体的にどのような業務を実施しているか。　

　　　　
○児童自立支援施設　　定員（　　　　　名）
	＊加算制度等により配置している職種

　　　　　　　
職種（　　　　　　　　　　　　）職員氏名（　　　　　　　）
職種（　　　　　　　　　　　　）職員氏名（　　　　　　　）
職種（　　　　　　　　　　　　）職員氏名（　　　　　　　）
職種（　　　　　　　　　　　　）職員氏名（　　　　　　　）
職種（　　　　　　　　　　　　）職員氏名（　　　　　　　）
　　　　　　

	・事務分担表


	
	　○職員の配置状況
職　種
職　　名
氏　　　名
基幹的、FSW,個別対応、里親支援相談員等
施設長

	


職種�
施設長�
児童指導員�
保育士�
医師又は嘱託医�
看護師�
個別対応職員�
家庭支援専門相談員�
栄養士�
調理員�
左記以外の職員�
�
配置基準�
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現員
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職種�
施設長�
児童自立支援専門員�
児童生活支援員�
医師又は嘱託医�
個別対応職員�
家庭支援専門相談員�
栄養士�
調理員�
�
配置基準�
　�
　�
　�
　�
　�
　�
　�
　�
�
現員�
　�
　�
　�
　�
　�
　�
　�
　�
�
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